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えば ・soon・が ・shrewd・の意味になるとか ・there・が
・they・の意味で用いられるとか貴重な情報が記してある
から，使いなれると重宝な辞書である。その他にFrederic
G.Cassidyetal.eds.TheD ofAmericanRegional
English（1985）がある。第一巻がACを扱っているの
で，この分では何巻になるやらと思って買うのをあきらめ
ていたのだが，後半は説明を簡潔にしたらしく，今年中に
は第五巻が出て完結にこぎつけるようである。しかしアメ
リカの小説を読むときは，アメリカの方言以外にイギリス
からの移民，特にスコットランドアイルランド系の移民
の方言が分からないと困ることが多い。例えばStephen
CraneのMaggie（1893）はアイルランド系の移民の物語
である。こうした小説を読むときは，JosephWright,
EnglishDialectD（6vols.18981905）が頼りになる。入
手しにくい本なので図書館で利用することになるが。その
ほかにアフリカ系アメリカ人は意識的に白人の文法を嫌い，
語彙も独自のものを好む傾向があるし，ユダヤ系の作家は
Yiddishをおりに触れて使う傾向があるので，どちらも単
語帳ていどのものだが，ClarenceMajor,BlackSlang
（1971）,SidneyJ.Jacobs,TheJewishWordBook（1982）
も役に立つときがある。
発音は面倒なことを考えなければ，W3や先にあげた
地名人名の辞書，TheColumbiaEncyclopediaでこと
足りるが，固有名詞でも，上記の辞典にない単語は，大塚
高信他編『固有名詞英語発音辞典』（1969）が便利である。
最後に辞書ではないが，英米の常識について記してある二
冊の名著，中島文雄『英語の常識』（改訂第五版，1967）と
先に名前を出した西川正身『アメリカ文学研究余滴』をあ
げておこう。通読すれば得るところ大である。例えばシェ
イクスピアの歴史劇を読むとき複雑な人間関係に閉口する
が，前者には要点を押さえた説明があるし，EmilyPost
の紹介など簡単には得にくい情報が後者には多く収録され
ている。まだまだ紹介したい辞（事）典は多いが紙幅がつ
きた。
註
（1） テキストは定本となっている Northwestern-Newberry
Editionを使ったが，読者が他のテキストを使う場合を考
慮して，章の数字を括弧内に記す。他の作品についても同
じ。なおスペースの関係で，作品はサブタイトルを省略。
辞書の出版社も省略し，編著者のミドルネームも頭文字を
記すにとどめた。
（しまだ たろう 英語コミュニケーション学科）
（104）
